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4章 本番
PAの基礎
1.1 PAって何？

PAは「Public Address」の略称．バンドの出す音をミキサーで調節します．ハウリングやオーバーフロー等の防止や，観客により良い音を届ける事，奏者が演奏しやすい環境を作るのが仕事です．
1.2 中音，外音，生音

さて，最初に理解が必要なのが，この3種の音の違いです．
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中音は，各種アンプやドラムから出ている音と演奏者側に向かっている「モニタースピーカー」から発せられる音のことです．広い会場では，離れた位置にあるアンプの音は聞こえません．よって，音を合わせるのにモニタースピーカーからの音は重要であると言えます．また，モニタースピーカーの音は基本的に観客には聞こえません．　

外音は，ステージ左右に設置されたスピーカーから出る音のことで，観客が聞く音です．

生音は，各種アンプやドラムから出ている音で外音の聞こえないステージの間近に位置する観客が聞く音のことです．
1.3 基本的な構成
ライブの基本的な構成はこのようになっています．(下図参照・矢印はマイク)

[image: image2.jpg]FSL [|[TA—hN||F—FR=F

PA

nNI—=7v7

AE—h—

AE—h—





　
わからない言葉がたくさん出てきました．まず，楽器とアンプの話からしましょう．

【アンプ(amplifier)】　増幅器のことを指します．部室の楽器ですと，Line6の上に乗っている物や，ベースのキャビネットの上にちょこんと乗っている物です．

　　　　　　　　　　　ギターやベース等から拾う音なんかは，むちゃくちゃ小さいですよね．それを増幅するための機材です．中で「プリアンプ」と「パワーアンプ」に分かれるのですがそれは後ほどお話しましょう．

【キャビ(cabinet)】　　アンプ，と指すとコッチだと思う人が大半かと思われます．音の出るスピーカー部分です．ジャズコなんかは，アンプとキャビが一体となっています．

　　さて，これで音が鳴る仕組みは理解できました．それでは図の中で線をたどっていきましょう．

　ベースとPAの間に【DI】という文字が見えますね？これは何でしょうか．

【DI(Direct Injection Box)】　ダイレクトボックスって言ったり，DIって言ったりします．これはミキサに楽器を直接繋ぐときに使います．

何でマイクとミキサの間は繋がないのか？疑問に思いますね．これは，シールドの違いから来ています．マイクのシールドはバランス型，ギター等のシールドはアンバランス型と言って，アンバランス型はノイズに弱くシールドが長くなれば長くなるほどその量が多くなります．

　　　　　　　　　　　　　　ここで，DIはアンバランス型をバランス型に変換します．(厳密に言うとハイインピーダンスをロウインピーダンスに変換する機能もついていますが省略．)
DIで音をとることを【ライン録り】，マイクで拾うことを【マイク録り】，と言います．なぜベースをラインで録るかは，邪魔になる環境音(足音やバスドラムの共鳴音など)をカットしたいのですが，低音域をバッサリ切ってしまうとベース本来の意味が無くなってしまうので，ベースの音そのものが録れるライン録りを選択します．
しかし，ライン録りには欠点もあります．アンプを使用した音作りができないこと，音が細くなることです．故に，マイクでも音を録るセッティングをしてあります．

次に下にたどると，やっとPA卓へたどり着きます．ここでは，【ミキサー】の操作をします．音に色付けをする作業です．ここでの操作は別項を参照してください．

そして，その次がパワーアンプです．プリアンプとパワーアンプの違いを説明しましょう．

【プリアンプ】　ゲイン(音を拾う感度)を調節し，その音の細かな音量や音質を調節します．ここでの増幅はほんのちょっとです．

【パワーアンプ】スピーカーへの出力のため，プリアンプで色づけされた音を大幅に増幅します．

スピーカーから音が出る仕組みを理解できましたか？次の章では，この色づけの作業を説明します．

2. 良い音を作るための知識

2.1 周波数って何？

周波数って何でしょう？周波数とは一秒内に何回振動するかを表したもので，単位は「ヘルツ」＝［Hz］です．
難しい話は置いておきましょう．周波数は大きければ大きいほど高い音，小さければ小さいほど低い音が鳴ります．

チューナーでよく見かける440[Hz]というのは，中音域のラ(A)の音を指します．1オクターブ上のラは880[Hz]調度倍になります．ちなみに，ベースの開放弦のミ(E)の音は40[Hz]です．

2.2 倍音のお話
ベースの開放弦の音は40[Hz]と書きましたが，実際にはもっとたくさんの音が出ています．一番目立って聞こえる音を【基音】と言います．ベースの開放弦で言うと40[Hz]．その上におおよそ偶数倍した音が重なって聞こえています．この倍音一つ一つの大きさによって，音のキャラクターが決定付けられます．
· ギターの奏法「ハーモニクス」は基音を小さくし倍音を聞かせる技法です．

2.3 良い音って何でしょう？

さて，良い音って何でしょう？楽器単体の音は好みにもよるでしょう．しかし，バンド全体になると，良い音というのは「抜けが良い音」つまり「高音域，中音域，低音域」がきちんと独立して聞こえる音です．

楽器ごとの音量バランス，また周波数帯域ごとの音量バランス等をきちんと操作できてこそ，良い音は作られます．次項ではいよいよミキサーの操作の説明です．

2.4 ミキサの操作

2.4.1 ゲインとボリューム

ゲインは，前頁で説明したとおり「入力の感度」です．入り口の門を開け閉めする作業です．下げておくと，乱暴な奴なんかは中に入りにくくなるので，ゲインは単純に音の「大きさ」でないことを理解しておいてください．
ボリュームは抵抗の大きさを調整するところです．入り口から入ってきた音が出て行くのを阻止するところです．抵抗が∞で無音となり0で開放です．
ゲインで音の質を，ボリュームで音の大きさを調整するのが基本です．しかしあまりにもゲインが低すぎると音量不足となりますので注意してください．ゲインは音割れを起こさない限界まで上げるのが基本です．ゲインを下げきってもピークを過ぎる場合はPAD（FLIP）ボタンを押しましょう．無条件に20[dB]下げるボタンです．
次に【ピークインジゲーター】の説明です．出力が大きすぎると赤や橙のランプが点灯します．これは，機材が「もう限界です」と教えてくれているランプです．光った場合はゲイン及びボリュームを下げてください．機材の故障の元です．
2.4.2 ハウリング

「キーン」と鳴ったりするのがハウリング，ですね．マイク→スピーカー→マイク→・・・とスピーカーから出る音をマイクが拾うと起きる現象です．マイクをスピーカーに向けたり，マイクのグリルを握ると起こりやすくなります．普通の状態でもハウリングが起きる場合はスピーカーからの出力が大きい，またはゲインが大きすぎることを疑ってください．

　また，周波数帯域ごとでのハウリングも考えられます．イコライザで調整しましょう．

2.4.3 イコライジング
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それでは，実際にイコライザの操作の説明をしましょう．学校にあるMACKIE24/8というミキサーは，4バンドイコライザーと言って可聴域を4つの周波数帯域に区切って各々をコントロールします．
右図の青いツマミが上からHI MID, LO MID, HI, LOです．4つのツマミで操作するのですがつまみを時計回りに回すと【ブースト】その帯域の音量を上げることができ，反対にまわすと【カット】音量を下げることが出来ます．このとき，ブースト/カットはある1点をピークにして上げ下げをする【ピーキングタイプ】と，ある一点から上または下を上げ下げする【シェルビングタイプ】に分かれます．．

Hiは12[kHz] Loは80[Hz]からのシェルビングタイプ，Hi Midは500[Hz]～18[kHz] ，Lo Midは　45[Hz]～3[kHz]と調節(スイープ)することができるピーキングタイプです．
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イコライジングする際の注意ですが，あまりブーストは多様しないようにしてください．しても軽めでカットする方向で音を作って言ったほうが良いでしょう．ボーカルとドラム以外の楽器はもともと音が作られている状態です．マイク特性による音の変化を抑え原音に近づけること，耳障りになる帯域や音カブりの著しい帯域をカットするようにすると良いでしょう．
また，ライブでは雑音がつきものとなるので，基本的にはLo cut Filterをかけておくと良いでしょう．ベースのライン録りはかけなくても構いません．こうすることによって，足音等の雑音が聞こえなくなり，音がクリアになり更にギターとベースの音被りも改善されます．
2.4.4　ギターのイコライジング
さて，それでは楽器ごとの特徴を捉えていきましょう．

まずはギターからです． 

	周波数
	特徴

	10[kHz]前後
	音の装飾に関わる音域．クリーンのきらびやかさ，歪みの細やかさを上げるならこの音域をブーストする．

ノイズが気になればカットする．


	5～7[kHz]
	高音の倍音に関わる音域．ブーストすれば音が鋭くなる．キンキンとした金属音が気なる場合はカットする．

	2～4[kHz]
	音抜けに関わる音域．ブーストすれば音にハリが出る．金属音が気になる場合はカット．

4[kHz]前後はアタック音．

	1[kHz]
	音のアタック感に関わる音域．ギターソロのときにブーストすると音が前に出る．

	700～800[Hz]
	音のネバりやコシに関わる音域．ブーストすると甘い音になる．カットするといわゆるドンシャリに．

	300～400[Hz]
	音の太さに関わる音域．ブーストすれば音に芯が出る．カットすれば音のモコモコ感がなくなる．

	200[Hz]前後
	低音の鳴りに関わる音域．ブーストすると低音が強調される．

	100[Hz]
	雰囲気に関わる音域．音が強調されるというよりも，10[kHz]前後と同じように音の雰囲気が変わる．カットするとクリアなサウンドに．


700～800[Hz]及びそのちょっと下の音域はボーカルと音カブりを起こしやすい音域．「ボーカルが聞こえない！」という状況になったらカットする．
100[Hz]～400[Hz]はベースと音カブりを起こしやすい音域．低音が濁っていたらカット．あまりブーストしすぎないほうが良い．
2.4.5　ベースのイコライジング
次はベースのイコライジングです．マイク録りは300[Hz]前後から下のバスドラと被る音域はバッサリとカットしてしまう．(ノイズを防ぐため．)それを補うように， ライン録りはLO(80[Hz]から下の音域のシェルビング)をブーストし，ピーキングでカットした音域も考慮に入れておく．ライン録りのみの場合もLOはブースト．100[Hz]～200[Hz]付近もピーキングでブーストすると原音に近くなる．
周波数に対する音の特徴は以下の通り．

	周波数
	特徴

	8[kHz]前後
	チョッパー(スラップ)の時にブーストするとキレが良くなる．

	4[kHz]
	チョッパーのアタック音．カットすると落ち着いた音色になる．

	3 [kHz]
	ピッキング時の摩擦音がこの音域．カットすると輪郭が薄れる．音を太くて丸くしたい場合，この帯域以上をカットする．

	1～2[kHz]
	音のアタック感に関わる音域．ピッキングは高めの2[kHz]前後，フィンガーは低めの1[kHz]．この音域をブーストすると音量感が出る．カットすると低音が強調される． 

	800[Hz]
	音の芯に関わる音域．カットすると音にしまりが出て，いわゆるドンシャリとなる．また，ギターとのカブりも低減される．カットしすぎると音量感を失うので注意．

	400[Hz]
	モワモワとした音が鳴る音域．カットすると硬い音になり，リード向きの音となる．

	200[Hz]
	ブーと鳴る低音域．カットすると低音がすっきりとする．

	100[Hz]
	低音のヌケに関わる音域．ブーストするときはピークインジゲータと相談．


低音は音同士の干渉が激しいので，なるべく音源はひとつに絞る方が良い．アンプの裏側から出る音を抑えるために壁にぴったりとつけると干渉を防げる．また，モニターからの出力も極力抑えるべきである．
2.4.6　ヴォーカルのイコライジング
続いてはヴォーカルです．ギター，ベースの電子楽器とは違い音量の出ない生楽器であるので，機械での音作りはゼロの状態．また楽器の中音域とカブりやすいので，周波数帯域の特徴を掴み，音カブりを起こさないように他の楽器のイコライジングに心がけると良い．

	周波数
	特徴

	15[kHz]
	印象に関わる音域．明るさや暗さの雰囲気や音のニュアンスが変わる．またヌケにも多少関わるがハウリングを起こしやすくなるのでブーストしすぎない． 

	10[kHz]
	ヌケに関わる音域．ヌケが悪ければブーストする．

	6[kHz]
	音の輪郭の形状にかかわる音域．ブーストするとチリチリ感が出る．3[kHz]～6[kHz]はサ行に関わる．サ行発音時，息が歯に当たる音(シリビアンス)が気になる場合，カットする．

	2～4[kHz]
	音のアタック感に関わる音域．声がキンキンして聞こえる時はカットする．またカ行に関わる音域でもある． 

	600～800[Hz]
	音の芯に関わる音域．男性は600[kHz]付近．女性は800[kHz]付近．音の温かみが足りない場合は700[Hz]付近をブーストすると良い．

	200～400[Hz]
	声の低音成分．音抜けが悪いと感じたらカットする．


マイクのグリルを握る人はハウリング対策で1.25～2.5kHz辺りをカットするとよい．
2.4.7　ドラムのイコライジング
次に，ドラムのイコライジングについてです．ドラムは頭上で録る【オーバーヘッドマイク】とキック，スネアの4本で録っています．オーバーヘッドは全体の鳴りを空気感を含めて録ることができる．それにキックとスネアの音の成分を補う形．キックのマイクにはLO Cut Filterをかけないよう注意する．
下の表にて音の特性を掴んでおいてください．
	対象
	周波数
	効果

	スネア

　

　

　

　
	10[kHz]前後
	シェルビングで少しだけブーストすると良い．

	
	7[kHz]
	スナッピーのシャリ感．

	
	2～4[kHz]
	アタック音．強調したい場合はブーストする．

	
	800[Hz]
	芯の音．カットすると音に締まりが出るが，リムショットの「コン」という暖かみのある音はこの音域が肝となるので，注意が必要．

	
	400[Hz]
	皮鳴り．「コーン」という共鳴音が気になる場合はカット．

	
	100～200[Hz]
	ボコボコとした低音．ブーストすると太い音になる．

	キック
	4[kHz]
	音の張り．ブーストするとヌケは良くなるが少し下品な音になる．8[kHz]付近を少しブーストするのも良い．

	
	2[kHz]
	アタック音で，皮の音を強調することができる．

	
	200～500[Hz]
	バスドラの芯．カットするとかなり音が締まる．しかし，音量感に関わるのでカットしすぎは禁物．

	
	60～100[Hz]
	重量感や振動を体感できる音域．

	シンバル

　

　

　
	10[kHz]
	抜けやきらびやかさに関わる．ブーストすると上品になる．

	
	7[kHz]
	チンチンと鳴る音域

	
	4[kHz]
	カンカンと鳴る音域．キンキンと高音域が耳につく場合はカットする．迫力がほしいときはブーストする．

	
	1[kHz]
	ゴワッとした太さ

	タム

　

　

　
	10[kHz]
	ヌケに関わる．

	
	2～4[kHz]
	アタック感．アタックが硬いと感じたらカットする．

	
	700[Hz]前後
	タムの芯の部分．カットすることでしまりが出る．

	
	100～200[Hz]
	フロアタムなどの重低音．迫力を出したい場合はブースト．


マイクの位置により音が変わる．

まず，オーバーヘッドから．体育館は反響が多いので，低めに設置する方が良い．シンバルとは50cm以上の距離をとる．また，シンバルを均等に録れるよう，シンバルの高さはおなじくらいにしておく．シンバルの鳴りだけが大きいプレイヤーの場合はマイクを低めに設置すると良い．最後に，ステレオ感を得るため，右側に設置したマイクで左側を，左側に設置したマイクで右側を録るようにすると良い．
次に，スネアへのマイクの設置方法である．オーバーヘッドでスナッピーの音が足りないと思ったら裏側．またアタック音や中低音の響きをスネアだけでイコライジングしたい場合は表面へ向ける．

最後にバスドラムへのマイクの設置方法である．フロントヘッドに空いている穴の中に入れるとアタック重視となる．低音が録りづらい．打面に近づければ近づけるほどアタック音が大きくなる．低音が足りないと感じたら，穴の前にマイクを設置する．もっと低音が録りたければ，穴を避けた場所にマイクを当てる．アタック音は少なくなる．

2.4.8 パンの設定

次にパンの設定である．音を左右に振ってステレオ感を出す作業である．せっかくイコライジングしてもモノラル状態であると音の抜けは半減してしまう．

基本的には真ん中にベース，バスドラム，ヴォーカルを配置．低音はスピーカーのパワーが必要なので，左右両側のスピーカーから出す必要があるのと，音楽の土台であるので真ん中に配置する．ギターやキーボードは舞台の配置を参考に左右に振る．左右に振ることでボーカルとのカブリを防ぐことができる．ドラムのオーバーヘッドマイクは，自然に聞こえるよう左右に振り，それにスネアを右寄りに自然に寄せる．
2.4.9 ミックス
以上を駆使して，ミキサーで音を作る．音量バランス等実践的説明は次の章でする．

イコライジングについては，経験が一番モノを言うので，iTunesに付属されているイコライザを操作したり，バンドで練習をする時に意識してイコライザを触ることで経験を積むことができる．また積極的にライブへ足を運び，ライブ感のあるミックスができるよう心がける必要がある．CD音源とライブとでは，やはり大きな差があるのでライブPAはライブのための音作りを心がけよう．
3. リハーサル

3.1 アサイン，グループ
アサインボタンの使用方法をはじめに説明しておきます．アサインボタンとは，フェーダーの横についてるポチポチです　L/R　1-2　3-4・・・と書いてあるのがそれ．L/Rは直接MAIN MIXフェーダーに送られます．1-2，3-4はMAIN MIXの左にあるそれぞれ4本のフェーダーに送られます．これをグループといいます．
グループに分けて，そこで新たに音量の調整をした上でMAIN MIXで最終的な音量調整ができる，というわけです．例年は，1-2がステージ上の音．3-4がライブSEと設定しているようです．ボーカルとコーラス，キックとベース，その他楽器隊と分けてに振っておくと使いやすいかもしれません．

3.2 リハーサルの手順

まず，サウンドチェックから始めます．ドラム→ベース→ギター→シンセ系→ボーカルの順番にとります．ドラムはキック・ハット・スネアをとってからその他のバランスをリズムを叩いてもらって調節する．(個々の音は恐らく初回のみで，次のバンドからはリズムパターンだけでも良い．)ギターやベースはエフェクト毎に音を出してもらう．

サウンドチェックでは素早くゲインと音量を調節します．ゲインの調節は重要で音質をここで大体定めてしまう．フェーダーに関してはリミッターがちょっと反応するまで上げる(ピークを把握する)
この時に活躍するのが，MUTEボタンとSOLOボタンです．MUTEボタンを押すとそのチャンネルの音の出力のみ消音することができます．SOLOボタンはそのチャンネルの音のみをモニターヘッドフォンから流すことができます．まずは全部のチャンネルをミュートして，サウンドチェックをする楽器のチャンネルだけミュートをはずすのがスムーズ．

音をもらうときには「○○お願いします」．「ありがとうございます．」とPA卓のマイクでしっかり指示をすることでスムーズに進むので，忘れないようにしましょう．
サウンドチェックが終われば，曲を通してもらいます．ここでフェーダーをさわりましょう．また音かぶりも気になってくると思うので，EQを調節しましょう．
3.3 適切な音量バランス
まず，音の根底となるベース音の調整は，ベースとバスドラムが同じくらいの音量で聞こえるように調節する．ロックではベースを少し大きくするのが主流であるが，一度同じくらいにしておいて全体で聞いたときにもう一度調整しよう．
次に，ドラム全体とベースが鳴っている中にギターを混ぜる．ここでギターの音量はドラムとベースを合わせた音量と同じくらいが好ましい．

以上は，標準的な音量バランスであり，ジャンルや好みによって変わってくるので必ずしも当てはまるものではない．

また，バランスを整える際で大切なのが，小さい音があると感じたらそのチャンネルを上げるのではなく他を下げる癖をつけること．どんどん上げていく方向にもっていくとわけがわからなくなってしまうので注意しよう．
3.4 モニタースピーカー
モニターは原音に忠実にするのが鉄則．もちろん外音もそうであるべきではあるが，外音のミキサーにグラフィックイコライザがついていないのでそれをするのは難しい．
まず，マイクで声を入れる．そこで生声に近づくようにイコライジングをする．その設定をボーカル以外のチャンネルにも移してしまおう．(グラフィックイコライザの代わり)

ボーカルは動きまわるので一番ハウリングを起こしやすい．モニターの近くに立ったり，マイクのグリルを握ったりしてわざとハウリングを起こして，ハウリングを起こしやすい周波数をカットしておくと良い．

中音が悪いと演奏者は気持ちよく演奏しにくくなる．割と演奏者が神経を使う部分でもあるので，演奏者からの注文がかかることが多い．外音のように機材の出せるピークの音量でなく，控えめの音量で各モニターに返しておくのが良い．

「ベースのモニター，ドラム大きめで」と言われた時に，他のチャンネルを削るという方法もあるが，全体を最初から控えめにしていると特定のチャンネルを大きくする幅が広くなる．
演奏者にとっても，モニターからただ単に全体の音が鳴っているという状況は，音が拾いにくいだけなので注意する．

3.5 メモ

以上でリハーサルの流れは終了である．終了の際は，PA卓から「本番もよろしくお願いします．」と声をかけよう．(演奏者からも言うのが礼儀)

そして，バンドごとに設定が変わるのでかならずメモをとるようにしましょう．忘れるとエラい目にあいます．
4. 本番

本番は，特にいじらないでおきましょう．しかし，お客さんが多く入った場合に反響が変わる場合があります．体育館は天井が高いのであまり影響は無いとは思いますが．そういった場合に微調整は必要です．
また，曲に応じていじってあげるべき部分もあります．

・雑音を防ぐため，使わないチャンネルは切っておく(コーラスマイクはコーラスが入る瞬間や使う曲以外はMUTEしておくなど)

・ギターソロがある場合は，PANを中央にして削っていた中音域を少し持ち上げるとギターソロらしく目立たせることができます．(演奏者が中音をブーストしている可能性もありますので一概には言えませんが・・・)

以上，頑張ってください．
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